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155エッセイ

編集後記

　『エジプト学研究第 20 号』をお届けします。早いもので「アラブの春」から 3 年が経過しました。

思い返せば 2011 年は年初から激動の年でありました。ムバラク政権の崩壊につながったエジプトの

民主化運動などアラブ世界で吹き荒れた嵐は、今も続いており、終息の時期を予想することさえで

きません。日本でも 3 月 11 日に東日本大震災があり、被災地では今も復興に向かって努力が続けら

れています。エジプトでも、2012 年に大統領選挙が実施され、ムスリム同胞団の政権であるムルシー

政権が誕生しましたが、ムルシー大統領就任 1 年にあたる昨年 7 月に大統領職を解任、拘束される

という事態に陥りました。その混乱などもあり、昨年秋以降、日本発着のエジプト航空も運休状態

にあります。現在の暫定政権下で治安の回復が急務になっています。今後続く、大統領選挙をはじ

めとする新体制づくりから、しばらくは目を離せそうもありません。安定したエジプト国家が誕生

してくれることを切に望んでいます。

　このような状況の中でも、エジプトにおける調査・研究は継続・実施されています。特に 2013 年

12 月から 2014 年 1 月にかけてのルクソール西岸での岩窟墓調査において、ウセルハト墓（TT.47）

の前庭部の堆積砂礫除去作業中に鮮やかな色彩で描かれた壁画を持つ未知の岩窟墓（コンスウエム

ヘブの墓）の発見があり、年始に大きく報道されました。2014 年冬に本格的な発掘調査を予定して

おり良い成果があがるものと期待されています。

　さて、本号『エジプト学研究』20 号には、エジプトにおける 3 本の最近の調査報告、そして論文

が 1 本、研究ノートが 3 本、動向 1 本、活動報告という内容になっています。今回は大学院生によ

るものが 2 本、また研究ノートでは学部 3 年（2013 年度）のものが掲載されています。若手の研究

成果を積極的に掲載していこうとの当初からの意向が反映された形になっており、非常に嬉しく思

います。今後もこうした傾向を維持・発展させていければと思います。

　最後に本号の編集には、河合　望・馬場匡浩両氏に大変お世話になりました。明記して感謝した

いと思います。

2014年 3 月末日

近藤　二郎
早稲田大学文学学術院教授

早稲田大学エジプト学研究所所長
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